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～中国、韓国、北朝鮮の日本支配はここまで進んでいる～ 
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（ はじめに ）米国ではＦＢI が捜査対象と明言している「孔子学院」がわが国

では運営方法が広く問われることがないまま 14 もの大学に事務所と教室を持ち、

中国共産党の意に反した行動はしない事を主眼とした洗脳教育を日本の警察が

行動対象にしていることは知る人ぞ知る、又、来日目的を虚偽申請し保険料を 

全く払ったことがないのに高額医療費を安く受けているケースも増えている。 

こうしたケースは氷山の一角であり外国人による土地取引もザル状態で中国や

韓国資本がやりたい放題、まず人口流出と過疎に悩む対馬が韓国の資本による

ターゲット、一番の問題は政治と行政の怠慢だ、国民への裏切りでもある。 

トランプ大統領が物議をかもした移民問題は日本人にとっても他人事ではない。 

欧州ではイタリヤを始め各国で中国人による暴動が起きている、国家の根幹に

かかわる外交と防衛・移民政策はその舵取りを間違えると取り返しがつかない。 

第1章 中国人だらけの日本～生徒の 9 割が中国人留学生という異様～ 

 2018 年 4 月 25 日 NHK 朝の番組「おはよう日本」でお茶の間に衝撃が走った、

なんと宮崎県内の私立高校の生徒の 9 割が中国人だった（日本人生徒 16 人・

中国人留学生 167 人）現在日本に住む外国人は過去最高の 256 万人北海道を

始め過疎化が進む地方の自治体でその数は顕著でこの 5 年間で全国の約 75％

に当たる市町村 1316 市町村で外国人が増えている。 中国や韓国の留学生は

日本人学生を捉まえては「日本は侵略戦争を起こした」「尖閣諸島は中国領だ」

「竹島は韓国領だ」と言い友好の名のもとに踏み絵を迫る、筆者自身が大学生

の時に韓国人に是をやられて辟易した、東南アジアや欧米の留学生が親日に

なって帰国するケースが多いのと比べて雲泥の差である。2018 年度の文科省

予算で勧誘から奨学金制度・就職促進等で計 263 億円強計上に対して日本人

への海外留学支援制度としては僅かに 81 億円程度と少ない。 

＊凶悪化する「千葉の中国人」高浜県営第二団地の自治会長に就任して 13 年近

い主婦の鈴木考子さんはマナーの悪さを指摘した中国人に「この団地を乗っ

取ってやる」と云い放たれたと、自治会による住民調査では中国人居住者が 5

割を超え住民名簿を県に提出したが「中国人は 25％しかいない」等と言って

まともに取り合ってくれなかったと、偽装結婚も流行って「偽の夫」は他県に

転居し元妻が中国本土から家族や親戚を呼び寄せる事もあり 3 ヶ月以上滞在

すれば健康保険に加入でき癌や心臓手術等の高額な治療を受ける悪質なケー

スも出始めている、生活保護や外国人手当も貰える為「仲介手数料」  P１ 



 を取って呼び寄せるビジネスを展開している者もいるという。 

＊埼玉には元祖「チャイナ団地」川口市芝園町「川口芝園団地」は日本人 2507

人に対して外国人 2568 人、2000 年代に入り中長期の在留資格を持つ外国人も

借用できるようになり礼金・仲介手数料・保証人保証料・更新料なしの賃貸制

度で中国人の入居者激増、問題は自治会加入僅か 30 人で日本人が行う行事に

「タダ乗り」中国人入居者をせめて 3 割程度に抑えて、と UR に要望すると

UR 側は国策だからと言って全く取り合ってくれなかったと。 

 イタリヤの様に中国人の暴動が起きるまで日本政府は頬かむりを続けるのだ

ろうか、ドイツでは 2018 年 9 月 1 日東部ケムニッツで移民排斥を求める支持

者や移民受け入れ反対派ら 8 千人が独メルケル政権に抗議デモを行い警官隊

と対峙する一触即発の非常事態となっている、国家が責任をもって手を打つ

しかない。 

＊日本の医療保険制度にタダ乗りする中国人～都内の公立病院の医療関係者が

匿名を条件に証言「留学目的で来日して保険で高額な医療を受けた人は分か

っているだけで 150 人近くいる」と、そもそも我が国は移民制度の是非を正面

から議論してこなかった国民不在のまま政府主導で一方的に移民の定着を解

禁してきた、先の医療関係者は「国を開くからには体制の整備が不可欠」だと 

第 2 章 孔子学院は中国のスパイ機関なのか～2018 年 7 月 10 日現在孔子学院の

ホームページによれば 109 ヶ国 430 校、小中学校にある孔子学院は 1000 校 

以上。最大の民主国家であるインドでは 1 校たりとも設置を認めていない。  

孔子学院は桜美林大学が認めている通り中国政府が支援して成り立っており

欧米諸国では中国の出先機関・スパイ機関と指弾される理由となっている。 

＊ディープチャイナ（腹黒い中国）戦略～中国政府が孔子学院をつくる切掛けと

なったのは「天安門事件」で 1989 年 6 月学生を中心とした一般市民のデモ隊

に対し中国人民解放軍という名の共産党に私兵が武力で人民を鎮圧、多数の

死傷者を出した、この事件の悪いイメージを払拭する一環としてソフトイメ

ージ戦略、民主化活動を弾圧し人権侵害を放置し乍ら外見だけを良く見せる

「ディープチャイナ戦略」と言える。英フィナンシャルタイムズ紙によると、

孔子学院の狙いはズバリ「3 つの T」から国際社会や世間の目をそらす事にあ

る「チベット問題」「台湾」「天安門事件」 

＊恩を仇で返される日本の政治家たち～1991 年 8 月竹下登元首相の強い働き掛

けもあり海部俊樹首相が訪中、対中制裁を全面解除し、92 年には後任の宮沢

首相が日本国民の強い反対論を押し切って天皇陛下の訪中を閣議決定してし

まった、天皇陛下の訪中の翌 93 年に江沢民が国家主席に就任すると反日教育

を強力に推進決定 98 年に来日した際に全国各地の講演で日本軍国主義批判を

繰り返した。二階俊博現自民党幹事長は 2003 年天皇陛下を侮辱した  P ２ 



 江沢民の石碑を立てようとした、更に 2017 年 12 月には中国の名門理系大学

の精華大学から名誉教授の称号を授与されている。元防衛庁長官の額賀福士

郎氏はもっといただけない江沢民らの前に膝づいて江沢民閣下とひれ伏した

と書かれている、村田良平駐米大使は自著で日本の外務省チャイナスクール

や政治家が中国を甘やかしている結果が増長させていると語っている。 

＊孔子学院は FBI の捜査対象～日本で第一号は「立命館孔子学院」2005 年 10 月

設置、約 300 人が中国語等を学ぶ為に通っている。 

米国連邦捜査局（FBI）のレイ長官は孔子学院が調査対象になっていると明言。 

＊孔子学院に無防備な文科省の怠慢～孔子学院を設置したある大学の関係者は

「一番のメリットは中国の学生の受け入れだ」と漏らす、14 年に福山銀河孔子 

学院を（広島）閉鎖した運営担当者は「ニーズが少なく中国から補助金も出て

いたが僅かのもので殆どこちらの持ち出しだった」と。 

＊中国に侵食されるオーストラリア～2012 年連邦債等に約 5 億円を投資すれば

永住権の申請資格を得る制度を導入した。 

＊「尖閣は中国領」を掲げる APU 孔子学院～別府市にある立命館アジア太平洋

大学には人民日報が山積みされ壁には日本固有の領土である尖閣諸島が中国

名の釣魚島と書いてある立体図が掲げてあったから驚きだ。 

＊日本にもほしい「内政干渉阻止法」～オーストラリアで可決 

＊世界を席巻する中国人移民～移民大国オーストラリアの中でも中国人は 2017

年公表国勢調査では 120 万人、内 15 万人の留学生は共産党思想と言論抑圧の

手法を豪州の大学に浸透させている、と国内で警戒が強まっている。 

日本では人口の少ない離島や過疎の村が狙われ、国家レベルでは人口の少ない

オーストラリアやカナダといった広大な土地を持つ国が狙われている。 

＊中国が相手国政府に浸透する手口～豪州 ABC 放送はロップ前貿易相が約 425

億円でダーウイン港を 99 年間リースした中国人富豪葉成と近い関係にあると

報じたが同集団は人民解放軍と密接なる繋がりロップ氏は国会議員辞任直後

に年収約 7480 万円で同集団の高級経済顧問に就任した、ダーウイン港は米軍

や豪軍の艦船や潜水艦が頻繁に出入りする、又、在沖縄の米軍海兵隊がローテ

ーションで拠点にしている重要な基地でもある。 

＊中国当局の女スパイが暗躍～豪州国籍に帰化した富豪の黄何墨と周沢栄は豪

州の各政党に総額約 5 億 6950 万円の資金を提供していた、2017 年豪メディア

は中国系政治献金者の数は 30 名以上と報道 

＊中国のトラップに引っかかる政治家たち～政治献金だけでなく工作員らは上

層部の政治家や政府高官の収賄も行いその総額は政治献金よりも多いとも、

中国への豪華な旅行・売春婦手配、帰国すると中国当局への態度が一変する。

オーストラリアでは中国大使館から学費と生活費全てを給付する  P ３ 



留学定員枠 10 人以上、豪州の政治家の家族ならだれでも申請すれば即承認。 

＊孔子学院による多額の献金攻勢～下部組織に当たる孔子学院課堂はオースト

ラリア国内に 67 あり中国に関心を持つオーストラリア人学生を洗脳していく 

＊米国でスパイ疑惑の中国系企業「華為技術（ファーウエイ）」 

＊米国の孔子学院も疑惑の集中砲火～2018 年 4 月米国で学生数が二番目に多い

テキサス州の A＆M 大学内にある孔子学院の閉鎖が決まった。 

名門シカゴ大学とペンシルバニア州立大学でも閉鎖した。 

カナダでもマクマスター大学等が孔子学院を閉鎖した。 

＊孔子学院を強く牽制する米国防権限法が成立～18 年になってテキサス農工大、

西フロリダ大、北フロリダ大で孔子学院の廃止が決まった。 

国防総省は中国語講座と孔子学院の活動を完全分離させることにした。 

第3章 日本の離島が危ない～人口 35 人の集落に 6 千人の中国人、東京からは 

約 1300 km 鹿児島から 390km 奄美大島 ～奄美の一部が中国の治外法権に～ 

ザル状態の離島防衛、減り続ける奄美大島の人口、知らぬ間に進む誘致計画 

＊入国審査の簡素化を求める公明党議員～「中国との蜜月関係は日中国交正常

化の前にさかのぼる、創価学会は多くの中国人留学生を受け入れ創価大学卒

という人脈を中国政府内に持っている」 

＊消えるクルーズ船の乗客～クルーズ船による来日客は2014年約41万人が2016

年は 160 万人に増え寄港地では姿を消す「不届き者」が後を絶たない（6 万人

超）船舶による上陸はビザ不要で大甘だ。 

＊スウェーデンでは移民がギャング化～トロルルツテンという町で老人介護施

設を襲撃、町の中心部を占拠、施設の職員や老人から金品を巻き上げた上に 

暴行を加え最後には施設に放火した。 

＊二転三転する誘致計画～大型クルーズ船の誘致問題に外国人観光客の誘致→

日中に太いパイプを持つ公明党の働きかけ→首相官邸の働きかけ（官房長官）

→地元自民党議員の働きかけ→町が一体となって働きかけ～という構図が見

えてくる、メリットデメリット色々な側面がある中で奄美大島ではいかなる

選択をするのか今後とも目を離せない。 

＊占領の危機を脱した西郷どん、が愛した島 

第 4章 日本近海を暴れまわる朝鮮と中国～2017年 11月以降に北朝鮮の漁船が

連日のように漂着し、わが国の沿岸警備のむつかしさを浮き彫りにした。 

 海上保安庁によると北朝鮮籍と見られる船の漂流漂着は 2017 年に入り 11 月

22 日現在で 43 件、16 年 66 件、15 年 45 件、14 年 65 件、13 年 80 件である。 

 船体が破損し乗務員がいない場合も多い、生存者は 15 年と 14 年は 1 件ずつ

でそれぞれ 1 名・4 名が確認されている。16 年はいないが 17 年に 40 人以上の

生存者がいる、工作活動や覚せい剤の密輸等の可能性も否定できない。P ４ 



＊漁民か、工作員か～北朝鮮は国内の食糧困難を打開する為に「冬季漁獲戦闘」

と銘打ち荒天下の海に出漁を命じていることが背景にある。 

日本海の好漁場である大和堆は日本の EEZ 内にあり北朝鮮の漁は禁止されて

いる、だが 2014 年頃から違法操業が急増、日本漁船の入る隙もない程だ、  

水産庁の取り締まり船だけでは手に負えず海保の巡視艇が出動し 7～8 月にか

けて放水銃等で約 820 隻の漁船を排除したが 10 月初旬には再び 100 隻を超え

11 月には北風で海が荒れ日本沿岸に凡そ 80 隻が漂着、航空機による警戒も強

めた、警察庁長官は北朝鮮をめぐる緊急事態に備える様に指示した。 

＊北朝鮮の背後にある中国の影～四方を海に囲まれた日本の領海・領土を監視・

防衛するのは至難の業、排他的経済水域は領海と合わせて 447 万平方キロと、

その中に周囲が 100 メートル以上の無人島が 6415もあるため領土を含む海岸

線の面積は 447 万平方キロもある、2010 年 9 月尖閣諸島周辺海域で海上保安

庁巡視艇は体当たりした中国の漁船の船長を逮捕しながら地方検事の判断に

任せ処分保留で送還してしまい、中国に付け入るスキを与えてしまった結果

中国の尖閣諸島海域への進出が加速し恒常的に領土・領海が脅かされる事に。 

＊中国漁船を銃撃して拿捕 ～パラオ共和国を見習へ 

＊尖閣へも大挙して襲来する中国漁船～2016 年 8 月にも 300 隻を超える漁船だ

けでなく多数の中国公船も繰り出してきた 2017 年 8 月 5 日を皮切りに 8 日迄

に最大 15 隻の中国公船が同時に経済水域に入り延べ 17 隻が領海に侵入とい

う極めて異例な事態が起きていた。 

＊五島列島も威嚇：民間協定で「間接侵略」を手引き 1970 年代前半中国漁船 106

隻が押し寄せた、それから 40 年 2012 年 7 月中国の大型漁船団が突如として

現れ陸から数十メートル先にズラリと停泊、町民は震えあがった、漁船には

3000 人前後の中国人が乗船していた。2012 年 4 月に石原慎太郎東京都知事は

尖閣諸島を地権関係者から買い取る方向で基本合意したことを明らかにした。

この動きに焦った民主党の野田首相は 9 月 11 日に国有化した。 

（東京都は購入資金を捻出する為、寄付金を 5 万件以上 7 億円強集めていた） 

＊九州の離島には本能的な警戒感がある～中国漁船が漁場を広げる背景には中

国国内での魚需要の高まりがある 2000 年の海産物消費量は 3150 万トン漁船

数約 48 万７千隻が 2009 年には 4236 万トン 67 万 2 千隻になった。 

＊沿岸強化で日本の島を守れ～古くは明治 19 年清国海軍 4 隻が長崎港に入港し

て 500 人の水平が勝手に上陸し婦女子に暴行、日本の警察官をなぶり殺した。 

 インドネシア政府は 2015 年 5 月 20 日領海内で不法操業中に拿捕した中国漁

船 300 トンを爆破した、フィリピンやベトナム等でも計 41 隻も爆破、これ迄

も約 150 隻を爆破してきた。 

第 5章 韓国に占領される国境の町～韓国資本に買い漁られた対馬   P ５ 



 の海自基地に隣接する土地を韓国資本に買い漁られ基地のど真ん中の道を韓

国人観光客を乗せた小型バスがひっきりなしに行き来している。 

＊韓国嫌いは「日本ヘイト」が原因～アメリカのゲーツ元国防長官が 2014 年に

発表した回顧録で蘆武鉉元大統領を「反米的で恐らくちょっと頭がおかしい」

と断じたのは「アジアにおける安全保障の最大の脅威は米国と日本だ」と述べ

ていた為だ、それより以前にもラムズフェルド元国防長官に「日本を仮想敵国

にしよう」と真顔で提案、同氏は「このバカ何を言っているんだ」という話も

有名だ、この様に官民一体の日本と日本人へのヘイトの実態は事実として知

っておいた方が良い。 

＊「防衛省がバカなんだ」と怒る地元住民～海自基地の隣接地だから国に買って

くれと言ったが防衛省は予算がないから買えないと言ってこのざまだ。 

雇用創出で苦渋の選択・韓国資本の受け入れ～対馬市役所元職員俵次男氏に 

（当時・竹敷の自治会長だった）韓国人が訪問し俵氏の自宅と海基地に隣接し

た場所にリゾートホテルを作りたい従業員も雇用するから理解して欲しいと

言ってきた、防衛省は買えない対馬市に相談する等八方手を尽くし駄目だった。 

＊天皇・皇后両陛下の記念石碑が韓国人の人質に～記念石碑は買収された韓国

ホテルの敷地内で放置されたままで韓国人らが腰かけたり靴で蹴りを入れた

り、心を痛めた島民有志で 6 年がかりで費用は市役所と交渉したが動いてく

れず全国から賛助金を集めて何とか移転できた。 

＊ルピー鳩山の悪夢～鳩山由紀夫首相は民主党幹事長時代に「日本列島は日本

人だけの所有物ではない」と仰天するような発言、又首相になると米軍普天間

飛行場の移転を巡り何の公算のもないのに「最悪でも県外へ」と、のたまう等 

日米関係を混乱に陥れた。 

＊ホコリをかぶったままの「外国人土地法」 

＊無視できない韓国人の落とす金～2017年に対馬を訪れた韓国人観光客は 36万

人、人口 1 万人の対馬市に 1 日平均 1 千人、多い日は 3 千人近くやって来る。 

＊対馬も韓国領というナンセンス 

＊仏像盗難で悪化する住民感情～2014 年対馬で盗まれた仏像が韓国で発見され

ながら返還されていない（県指定有形文化財） 

＊木槿の違法植栽事件に見る韓国人の無駄な狡猾さ～韓国を象徴する木槿を 

壱岐対馬国定公園内に無断で植栽、異変に気づいた対馬市は植栽した韓国人

らに命じ撤去させた。韓国人は苗木を植えたり、種を蒔くのは昔から韓国領だ

ったという屁理屈を捏ねる為であり中国人と同じ手口だ。 

＊勇猛果敢な対馬武士の誇り～1274 年と 1281 年の 2 度にわたって襲来を受けた

「元寇」総勢４、6 万人が 900 百隻に分乗してやってきた、対馬が第一撃を受

け菊池武房らの御家人の武勇伝は知られている、多勢に無勢、    P ６ 



非武装で抵抗できない婦女子相手にもありとあらゆる暴虐を尽くした。 

＊誰が国を守るのか～「対馬が国境の島だという事を知っていても同時に国土

防衛ラインという認識が日本政府には薄すぎる、もっと安全保障について強

い姿勢を島民に見せて欲しい、交流・国境防衛に対してのけじめがあまりにも

ない」と地元で大型スーパーを経営する武来聖子社長は自著の中で語った。 

（ おわりに ） 

日本人は戦後 73 年間、防衛力の整備、憲法改正、教育という国の根幹をなす

一番大切な事から目を背けて、アメリカの核の傘に護られながら惰眠をむさぼ

ってきた。自衛隊や海上保安庁、警察や消防と云った実力組織に護られた安全

な場所から、護憲を叫んできた、その結果が、本書で紹介した通りの惨憺たる

現状なのである。 

 我が国の将来は、老いも若きも、我々の双肩にかかっている。 

国家百年の計を考えながら子や孫達に命のバトンを渡してほしい。 

                               （ 完 ） 


